
 

皆さま本日もご搭乗頂きまして誠にありがとうございます     

体調を崩しやすい季節ですが、メリハリをつけて休めるときはしっかりと休みましょう！ 

 

さて、今回は梅雨の時期でも楽しめる！梅雨が終わっても楽しめる！陶芸体験をしてまいりました     

天草は窯元がたくさんあります！今回は「陶人房とらい」さんにお世話になりました。 

早速、焼き物ができるまでの流れをご紹介していきたいとおもいます   

 ➀作る  
手びねり・たたら・電動ろくろ等を使って形をつくる 

と言っても、土を練らないと始まりません！ 

❁菊練り❁ 

粘土の空気をしっかりと抜きます。 

空気を抜かないときれいな陶器は 

作れません！ 

この作業、とても難しいのです     

修行に 3年かかるのだとか     

10回ほど練って先生に代ってもらいました     

今回、私は電動ろくろを使って作品を作りました！ 

湯呑と小鉢です     

 

 

  手びねりとは 

土を指先で伸ばしながら成形する方法です。 

  たたらとは 

たたらと呼ばれる板状の土を使って形を作る方法です。 

(板状の土に直接型を押し付けます) 

②乾燥１  
削りができる程度まで乾燥させる(約 1～2日) 

③削り  
高台を削る・表面を滑らかにする 

ろくろに陶器を乗せ、削り道具を使って 

少しずつ削ります。鉛筆を握る要領で、 

角度を決めて削っていきます。 

私はろくろの回転に負けてしまい、 

芯がブレブレになってしまいました     

先生の修正頼りです     

 

④乾燥２  
素焼きができる状態までゆっくり乾燥させる(約７日) 

⑤素焼き 
約 700～800℃の温度で焼く 

⑥絵付 
絵付けや、釉薬をかける 

筆を使って模様を描くこともできます     

私は絵を描く事が苦手なので、釉薬を使って 

色鮮やかに仕上げました      

⑦本焼き 
約 1250～1300℃の温度で焼く  

熱々の窯でした～      熱気がすごいです！ 

 

１５時間の本焼きが終わると完成！ 

土を練り始めてから焼き上がりまで 

約１カ月の期間を経て完成です      

 

天草陶石は日本で産出される陶石（磁器原料）の 8 割を

占めます。有田焼や美濃焼などの陶器も天草陶石が原料

なのです！陶芸体験で感じたことは、陶器の完成までに

は多くの工程があり、時間が必要であることと、なによ

りも、作る工程が楽しいこと     完成した陶器で食卓に彩

を添えたり、お花を生けたり、オブジェにしたりと沢山

の使い道があるので、ご自身に合った用途でお楽しみく

ださい   また、自分で作るものはより一層思い入れがあ

りますよね   日本が誇る文化である陶器、一つしかない

手作りの陶器、ぜひ皆さまも体験してみてください    

２７０号 三浦 
イルカの空中散歩 

陶人房とらい 

住所：熊本県天草市河浦町新合 2014-1 

TEL：080-6555-0124 

 

～河浦町の陶芸体験～ 
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🌟AMXINFORMATION🌟 

 
【ご利用対象者】 

 
◇天草エアラインの 

ご利用又はご利用予定の方 

 
【注意事項】 

 
◇ご利用予定日の３日前までにご予約ください。 

◇ヘルメットの貸し出しできます。 
◇自転車使用中（サイクリング）は、 

交通規則を遵守し、 
安全運転をお願いいたします。 

◇サイクリングの事故については、 
弊社は一切の責任を負いません。 

 
【問い合わせ・申し込み先】 

 
天草エアライン株式会社 

〒863-2114 熊本県天草市五和町城河原
1-2080-5 

TEL:０９６９－５７－６０００ 
（平日のみ：9時～17時迄） 
＊担当の川﨑が不在の時には、 

ご予約ができませんのでご注意ください。 

イルカ 

tel:０９６９－５７－６０００

